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課題
回路に問題がある場合、問題を修正するための時間が取れな
いことがよくあります。設計と開発の結果は、早急に提出する必
要があります。従来のエッジトリガではエラー状態を正確に選
択できないため、修正が困難な場合があります。このような状
況では、特定の問題に対応したソリューションが必要です。

電子計測ソリューション
ローデ・シュワルツの特殊なデジタルトリガは、非常に正確で
す。これは、取得したサンプルに直接アクセスでき、トリガ条件
の幅広い選択肢がサポートされているからです。したがって、繰
り返し行う開発タスクの的を絞ったデバッグが可能になります。
このアプリケーションカードでは、最も重要なトリガタイプにつ
いて説明します。標準設定に加えて、＞、＜、＝、≠などの追加
の修飾子を使用してアプリケーションの有効範囲を広げること
ができます。ほとんどのトリガは、アナログとデジタルの両方の
チャネルで使用できます。

トリガタイプ
幅とグリッチ
パルス幅トリガは、正または負パルスの持続時間に対して直接
働きます。非常に短いパルス幅は、グリッチと呼ばれます。これ
らのトリガは、パルス幅変調の解析時に、ロータリーエンコー
ダなどによって使用されます。トリガは、クロックパルスの欠落
によってパルス幅が非常に大きくなる可能性やグリッチが回路
に干渉する可能性がある、ロジック回路の解析にも重要です。

タイムアウトとインターバル
これら2つのトリガモードは、パルス幅トリガ機能を2つの方向
に拡張します。タイムアウトトリガでは、定義された時間ウィン
ドウ内で1つのパルスの後に別のパルスが続いて発生するかど
うかをチェックします。インターバルトリガでは、同じ極性の2つ
のパルス間の距離をチェックします。これにより、欠落している
クロックパルスを簡単に見つけることができます。

パターンとステート
パターントリガは、複数のチャネルのパルス幅トリガを論理演
算でリンクさせることができるため、パラレルバスでの測定に
使用されます。ステートトリガは、パターンの基準がクロックエ
ッジである点が異なります（次ページのスクリーンショットを参
照してください）。どちらのトリガでも、パラレルバスで発生する
ような複雑な回線ステートの、的を絞った特定が可能です。

最新のオシロスコープには、一般的なエッジ
トリガに加えて、特定の問題に対応する専用
トリガ機能も備わっています。

専用トリガを使用
した高速なデバ
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パルス幅。 タイムアウト。 インターバル。
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ウィンドウ
ウィンドウトリガでは、信号が定義された電圧範囲の内か外か
をチェックします。このチェックは、時間同期セグメントの時間リ
ミットを使用して実行されます。ウィンドウトリガは、電源ユニッ
トの電圧偏差の解析に使用されます。

TV/ビデオ
TV/ビデオトリガは、プロトコルトリガに似た、特殊なクラスのト
リガを指します。これらのトリガは、PAL、NTSC、HD 1080pなど
のさまざまなビデオ規格の、ラインやフレームといった特定の
コンポーネントにリンクすることができます。

Data2Clockとセットアップ／ホールド
Data2Clockまたはセットアップ・アンド・ホールド・トリガは、デ
ータライン上の2つの特殊なタイミングを回路クロックパルス
の関数としてチェックします。これらの時間相関の違反は、ロジ
ック回路において永続化しやすいため、全力で回避する必要が
あります。これは、メモリポートなどにはクリティカルです。

立ち上がり時間 
信号の障害状態の立ち上がり時間により、DC電源ユニットのオ
ン／オフ切り替え動作中にタイミング問題が発生する可能性
があります。これらの問題は、立ち上がり時間トリガを使用して
簡単に特定できます。このトリガを使って、信号のレベルが、定
義された時間ウィンドウ内に目標しきい値に到達するかどうか
を決定します。

ラント
立ち上がり時間が遅すぎると、ラント、すなわち低すぎるパルス
が発生する可能性があります。ラントトリガは、パルスの高さの
上限と下限、およびパルスの長さのリミットの定義に使用する
ことができます。これにより、回路内の準安定ステートを明確に
分離できるようになります。

ラント。

ウィンドウ（1）。 ビデオ。

Data2Clock。 立ち上がり時間。

パターン。 ステート。

（2）。


